
はやし・ミーツ・サンバ 2022 

日時：令和 4年 9月 10日(土) 

    開場 13:15 開演 14:00 

    （終演予定 16:15） 

会場：川越市やまぶき会館ホール 

前売り券：￥2,000 

[お問い合わせ・チケット販売先] 

 埼玉育児院後援会事務局 

 電話：049-23３-4360 

(平日 9:00～17:00) 

  QＲコードからも購入可能 
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２02２年 6月 13日 

第 7８号 

㈱Daska&Desiree、増田紅歌、松本真弓、明治安田生命、七尾宏輝、まいまい、Doing、 
Oakキャピタル株式会社、小林裕幸、株式会社 L4、吉田理沙、延命寺、埼玉育児院後援会、 
国際ロータリー第 2570地区第１グループ、託児グループさくらんぼ代表建島明美、関本賢、 
高星清、クドウアツシ、匿名多数 
《学習ボランティア》神山裕一、小室敏夫、瓜谷玲子   《生活ボランティア》木村羽衣香、 
《来訪イベント》スケート教室：森田和治 ダンス教室：Act the Family    順不同・敬称略 

新任紹介 
育児院の新しいメンバーです。 

よろしくお願いします。 

１１０周年に向けて 

令和 4年 6月 1日 

施設長 藤井美憲 

令和 4年度が始まり、 早くも 2か月が経過しました。 

新型コロナ感染症も少しずつ感染者の数が減少しはじめ、マスクの制限も緩和されようとし

ています。 幸い、埼玉育児院では、施設内におけるクラスターは発生することなく、少人数の

感染でおさえられています。子どもたちの協力や職員の配慮された対応のおかげと感謝して

いるところです。 

私の方も、施設長に就任して 2か月が経過しました。 この間、100周年記念『愛する心と

こしえに』を読みながら、埼玉育児院の長い歴史を紐解きつつ、これからの育児院の行く末を

想像したりしていました。今年は、110周年を迎える節目の年となります。100周年の時に

記念誌を発行しているので、以降の 10年のあゆみをまとめようと編集作業を進めていると

ころです。  

埼玉育児院の現在までのあゆみを私なりに想像してみると、やはり改善活動の積み重ねが

継続されてきているということを感じます。その活動の中心にあったのは「子どもの権利を擁

護することができるようにする」という改善目標であったと感じます。 

これまでの良い積み重ねを大切にしながら、新たな積み重ねをしていく時期となりました。

養育理念や養育方針は、立派な内容ができています。どの内容も大切なものと思われました。

その中心にあるものは、社会から預かった子どもたちの養育ということだろうと思います。 

私たち職員が、意識を集中させて守るべきことを次のようにまとめました。 

 

『子どもの声を聴き、 子どもを愛し、 大切に育てる (愛する心とこしえに)』 

 

「愛する心とこしえに」という言葉は、原田菊子先生が私たちに残してくれた言葉です。これ

からの埼玉育児院は、養育の原点や中心にその言葉を据えて、子どもの声を十分に聴いて受

けとめ、大切に育てる施設となれることを目指していきたいと思います。 

これまで支えてくださった多くの方々、ご協力いただいた皆様への感謝を忘れずに歩んで

まいりたいと思います。今後ともご支援とご協力のほど、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

Fujii’s DIY 



 

 

 

 

 

 

 

 この春、中・長期計画を遂行するに伴い、大きな変化がありました。 

今後予定しているものも含め、紹介します。 

  たかしなホーム開設 

育児院３つ目の地域小規模児童養護施設です。 

物件探しに紆余曲折しましたが、４月上旬に無事

引っ越すとこができました。 児童４名のグループ

ホームです。 

 場所は、市内砂新田にあり、笠幡にある本体施

設とは、車で３０分ほどの距離にあります。 

定員４名、開設日令和４年５月１日に県の指定を受

けました。 

  施設長交代 

 前号でもお伝えしましたように、施設長が交代しました。 

新しい施設長・藤井の元、今後も埼玉育児院が大きく発展してい

けるように、職員同士で協力しあい、ともに高め合い、育ち合う

職員集団を目指しています。 

  法人事務局が事務棟へ復帰 

 感染予防対策として業務スペースを分散する

ため、事務棟と別棟の離れた２つの

スペースを使っていました。 

しかし、別棟の部屋は内線電話が

つながらない・奥まっていて正門か

ら遠いなど皆様にご不便をおかけし

てしまいました。 

        この度、施設事務棟の一部を改築

し、法人事務局の窓口を構えることと

なりました。  

正門入ってすぐの事務室前に法人

事務局の窓口ができます。７月工事

予定。 

  子どもの家・職員チームを 

大規模再編成 
 
 たかしなホームの開所に伴い、子

どもの生活グループ・職員チームを

大きく再編成しました。４月１日に該

当の子どもたち・職員の引っ越しを

行いました。 

 そして、それぞれのお家の名前も

新しいメンバーで考えました。 

子どもたちの生活は、３つのグル

ープホームを合わせ、９つのお家に

分かれています。 

①はなみずきの家 

②つばきの家 

③ふ じ の 家 

④さ く ら の 家 

⑤ぼたんの家 

⑥こすもすの家 

院外)グループホーム松本 

原田ホーム 

たかしなホーム 

⑦がじゅまる(専門職員チーム) 

⑧ひまわり(一時保護事業所) 

① 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

 
グループ 
ホーム 
松本 

たかしな 

ホーム 

 

・基幹主任が 4人体制になりました。そのうち１人は基幹リーダーです。 

・栄養士・心理士・看護師・里親支援のひとり専門職チームのメンバーが

一ヵ所に集まりました。（⑦がじゅまる） 

・働き方改革・PCでの勤怠管理ソフトを導入。職員の休憩スペース 

設置予定。                             などなど…。 
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